
 

 

 

 

 ●調査の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊図表中に示す N、ｎは回答者の数です。全数を「N」、該当数を「ｎ」で標記しています。 

 

 

 

この調査は、現行「柏崎市男女共同参画

基本計画（かしわざき男女共同参画プラ

ン）｣の見直しにあたり、「柏崎市男女共同参

画推進条例」に基づいて実施し、令和３年

度(２０２１年度)を初年度とする次期計画を

策定する基礎資料とするものです。

調 査 対 象： 柏崎市在住の満２０歳以上の男女 

2,000 人 （男女各 1,000人） 

調 査 方 法： 郵送配布、郵送回収 

調 査 期 間： 令和元年(2019年)８月２７日～９月１７日 

有効回収数： ７６９人（回収率３８．５％） 
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全体（N=769） 
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概要版 

（％） 

（％） 

令和２年（２０２０年）２月  

柏 崎 市 

 



 

 

１．家庭生活の中で 

 

 

 

２．職場の中で 

 

 

 

３．社会通念・習慣・しきたりなど 

 

 

 

４．法律や制度の面で 

 

 

 

５．政治・経済活動の場で 

 

 

 

６．学校教育の場で 

 

 

 

７．地域活動・社会活動の場で 

 

 

 

８．社会全体として 

 

 

 

 

 

 

男女の地位の平等感 

30.4

49.6

43.7 

35.1 

7.7

6.4

18.2

8.9女性 

男性 

 １～７の設問のうち６項目で男性の方が優遇されているという回答が高い結果となりました。その

ため、８の社会全体での平等感が低い結果となっていると思われます。 
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男性の方が優遇されている   平等   女性の方が優遇されている   その他 
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夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

R1 （ｎ=482） 

H26（ｎ=581） 

 この調査は、性別による役割分担意識を知るものです。「そう思わない」と回答した割合が男女共

に大きく伸びています。これは、女性の就業割合が高い状況が意識を変えているものと思われます。 
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 男女の地位の平等感 ー社会全体としてー 
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男性の方が優遇されている   平等   女性の方が優遇されている   その他 
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１．掃除、洗濯、食事の支度などの家事 

 

 

 

２．日々の家計の管理 

 

 

  

３．高額な商品や土地・家屋の購入 

 

 

 

４．育児や子どものしつけ 

 

 

 

５．親の介護 

 

 

  

６．町内会、PTAなどの会合への参加 

 

 

 

７．子どもの教育方針や進学目標を決める 

 

 

 

８．家庭の問題における最終的な決定をする 

 

 

 

 

 

 

家庭での役割分担について 

女性 

男性 

 家事、育児、家計の管理は、女性の役割となっている家庭が非常に多い結果となりました。「妻は家

庭を守るべき」という意識は低くなっているものの現実はそうなっていないことが分かります。 
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＊対象：結婚している方：女性（ｎ=341） 男性（ｎ=131） 
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女性が職業を持つことについて 

あなたの職場では、仕事の内容や待遇面で、次のようなことがありますか 

 

1． 賃金、昇給、昇進、 
  昇格などに男女差がある 

2. 女性は教育・研修を 
受ける機会が少ない 

3. 女性は補助的な仕事し
かやらせてもらえない 

4. 女性の能力を正当に評
価しない 

5. 女性を管理職に登用し
ない 

6. 女性は結婚や出産をす
ると勤め続けにくい雰囲
気がある 

7. ない 
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ずっと職業をもっている方がよい

結婚するまで職業をもち、あとはもたない方がよい

子どもができるまで職業をもち、あとはもたない方がよい

子どもができたら職業を中断し、子どもに手がかからなくなって再びもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他
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＊対象：職業を持っている方・複数回答 
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 職業を持ち続けたいと考える女性が初めて５割を超えました。女性が経済的に自立することで、あ

らゆる分野で男女の地位の平等感が高まることが期待できます。一方で職場では、男女格差が少なか

らず存在します。女性の能力が低く評価される社会は、大きな経済的損失を招いているという認識が

必要です。 
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男性が育児休業を取ることについて  

男性が介護休業を取ることについて 
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男性も積極的に取るべきである

男性が取ることは賛成だが、現実的には取りづらいと思う

女性が取る方がいいので、取る必要はない
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女性が取る方がいいので、取る必要はない

その他

（％） 

（％） 

女 

性 

5 

 

男 

性 

女 

性 

男 

性 

 同時期に行われた男女共同参画に関する事業所調査では、男性の育休取得率は 7.9％でした。また、

育児休業中の代替要員の確保方法としては、同じ部署でやりくりする割合が 75％でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が育児休業、介護休業を取りづらい理由について 

1. 周囲に取った男性が 
いないから 

2. 職場に取りやすい 
雰囲気がないから 

3. 仕事が忙しいから 

4. 取ると仕事上周囲 
の人に迷惑がかかる 
から 

5. 取ると人事評価や 
昇給などに悪い影響 
があるから 

6. 上司や同僚の理解 
が得られないから 

7. 取ると経済的に困る 
から 
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＊対象：男性も取ることは賛成だが、現実的には取りづらいと思う方、 回答 3つまで 
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 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（育児・介護休業法）

では、労働者（男女）は、育児・介護休業をすることができると規定されています。 

 男性が育休を取得するメリットは、妻の出産後の心身のケアができる、子どもへ愛情が強まる、

マネジメントスキルを磨くことができる、会社への帰属意識が高まるなどの効果が言われています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性と女性がともに仕事と家庭生活を両立させていく環境をつくるために必要なこと 

1. 育児・介護休業制度
を利用しやすい職場
環境を整備する 

2. 育児・介護休業中の
賃金や手当などの経
済的支援を充実する 

3. 保育サービスを充実
させる 

4. 介護サービスを充実
させる 

5. 在宅勤務やフレック
スタイム制度などの
柔軟な勤務制度を
導入する 

6. 残業を減らすなど、
年間労働時間を短
縮する 

7. 子育てや介護などを
理由に退職した人
を、もとの職場で再雇
用する制度を導入す
る 

8. 家庭など周囲の理解 
と協力がある 
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 ワーク・ライフ・バランスの推進には、事業所の協力が必要です。特に事業主の気持ち一つでスピ

ード感のある改革が実現できます。 

 仕事と家庭生活の双方が充実することが大切であり、事業所と従業員の双方にメリットのある働き

方と意識の改革が望まれます。 
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見たり聞いたりしたことがあるハラスメント 

1. 性的な経験・冗談を 
言ったり、聞いたりする 

2. 「女のくせに」「男のくせ 
に」と差別的な言い方 
をする 

3. 容姿について傷つくよう 
なことを言う 

4. 結婚や出産など、プラ 
イベートなことについて 
聞く 

5. 裸の写真や動画など 
を SNSなどで公開する 

6. 職場の中で大声で 
叱責をする 

7. 遂行不可能な業務 
指示・命令をする 

8. 立場や地位を利用して 
食事に誘ったり、性的な 
関係を要求したりする 

9. 職場の宴会でお酌を 
強要したり、相手が嫌が
っているのに体にさわっ
たりする 

＊対象：ハラスメントを見たり聞いたりしたことがある、受けたことがある、したことがある方 

（％） 
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 ハラスメントをしない、させない、我慢しないためには、ハラスメントをしっかり理解する必要が

あります。 
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ＤＶの経験がありますか 
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1. 平手で打つ 

2. げんこつで殴る、足で 
蹴る 

3. 身体を傷つける可能 
性のあるもので殴る 

4. 大声で怒鳴り、暴言 
を吐く 

5. 大切にしているもの 
を捨てたり壊したりする 

6. 何を言っても無視 
して口をきかない 

7. 「誰のおかげで食べ 
 られるのか」「かいしょ 
うなし」などと言う 

8. 生活費を渡さない 

9. 嫌がっているのに性
的行為を強要する 

10. 交友関係や電話を
細かく監視する 

11. 社会活動や仕事を 
 させない（いやがる） 

何度もあった   1、2度あった 
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